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 要 旨   
背景： 
予期しないアルコール消費量の減少と交通事故死亡率との関連が近年、フランスにおい

て観察されている。しかし、それらの変化は飲酒運転(DWI)によるものかは明らかではない。

道路での速度超過、アルコール消費量と DWI との関係について 2001 年から 2007 年の間

ドライバーのコホートを用い検討した。 
方法： 
参加者は1989年に匿名を条件としたフランス電力公社の従業員と退職者を対象とした研

究コホートの対象者とした。アルコール消費量についての二つの質問を含む年一回の質問

票が対象者に送付された。2001 年と 2007 年には、10684 名の対象者は同一の自記式の質

問票で運転行動について報告した。 
結果： 

2001 年から 2007 年の間に、10684 名の参加者のうち制限速度より 20km/h 以上超過す

ると答えたものの割合は市街地区間で 23.7%から 4.1%(P < 0.001)、その他の道路では

34.3%から 9.3%(P < 0.001)、高速道路では 24.3%から 2.7%(P < 0.001)に減少した。恒常的、

非恒常的な過剰飲酒はそれぞれ 22.7%から 19.7%と 18.0%から 14.9%にそれぞれ減少した。

一方で DWI は 22.9%から 25.3%(P < 0.001)に増加した。 
結論： 
近年、フランス政府による交通違反の取り締まりは DWI を抑止するのは失敗している。

DWI は散発的で、めったに罰せられない行動のようである。予防するには、より強制的な

手段、たとえば、呼気中のアルコールによる運転抑止装置などが必要である。 
 
 

 




